
ふるさと大好き！   中野方小学校だより            

おかさげ     令和３年７月 第 ４ 号                          

授業で「たくましく」学ぶ姿 
恵那市立中野方小学校長  後藤 琢磨 
 

意欲がある子は「自分でやりたい。」と言います。 

自信がある子は「自分でできる。」と言います。 

意欲を自信に変えるには「自分でできた。」という

体験を積み重ねることです。しかし私たちは、間違っ

たら傷つくのでは、早く正解に導いた方がよいのでは

と勝手に考え、先回りして支援しがちです。 

 重要なことは、果たして本人はどう思っているかと

いうことです。 

算数の授業で、「くそっ、間違えた。途中まであって

いたのに。」と悔しそうに書き直す子がいました。これ

は自信のある子です。 

教科書をじっとにらみつけている子がいました。助け

てほしいのかなと思い、「それはね、」と話しかけると

「言わないで。自分でやるから。」と制されてしまいま

した。これは意欲のある子です。 

では、意欲がない子はどうしたらよいでしょうか。 

学習とは、人類が何千年もかけて獲得してきた知恵

を短期間で吸収するという高難度の作業です。 

一方、人間の成長は、食事と睡眠でしっかり体を作ることから始まり、大人に甘えて

情緒を安定させること、人と遊んで好奇心を高めるところに達して、初めて学習意欲が

もてるのです。意欲がない子は、まだその段階に達していないだけのことです。 

中野方小の子どもたちは、そんな人間の成長過程を知ってか知らずか、仲間とたくま

しく学習しています。６年生の算数の授業で、まとめの問題を解いていました。一人で

考えたい子は一人で、仲間と相談したい子は相談していました。「説明が面倒だな。」と

つぶやいた子は、それが功を奏して、図を使った簡潔で分かりやすい説明を思いつきま

した。「自分でやりたい。できなければ仲間に相談しよう。ヒントを得たら、また自分で

やりたい。」この繰り返しが「自分でできた。」につながっているようです。そこには、

情緒の安定と知的好奇心を生み出す穏やかな仲間関係が土台にありました。 

ふるさとを愛し、 

たくましく生きる子 



 

【今後の予定】  

７月  

  １日（木）交通挨拶当番③ 

       カヌー教室（6年） 

 ２日（金）授業参観・学級懇談会 

      漢字検定 

 ５日（月）朝活動：読み聞かせ 

      粘土教室（3・４年） 

 ６日（火）粘土教室（1・２年） 

 ９日（金）大掃除・ワックスがけ 

１０日（土）8:00～環境整備作業 

      13:00～資源回収 

１３日（火）粘土教室（5・6年） 

１２（月）～１４日（水） 

全校５時間授業・分団下校 15:00 

 １４日（水）教育長訪問・バイオリン（6年） 

  

 

 

１５日（木）俳句教室（3年以上） 

１５日（木）～１９日（月）二者懇談会 

全校４時間授業・分団下校 14:00 

２０日（火）１学期終業式（給食あり） 

      分団下校 14:00 

８月  

２６日（木）２学期始業式（給食あり） 

       分団下校 14:00 

２７日（金）～３１日（火） 

 （27・30 日は 8:15～19:00/31 日は 8:15～13:00） 

 

 

            
※７月２７日（火）は引き落とし日です。 

１か月分は７１５２円です。 

【お知らせ】  

   

●先日は、プール管理の際の薬品投入ミスにより、臭いを伴うガスを発生させてしまい、子ども達

はもちろんのこと、たくさんの皆さんにご心配とご迷惑をおかけしました。大変申し訳ありませ

んでした。この件はもちろんのこと、いろいろな場面で「人とものの動き、保管の仕方等の環境」

を整え、安全について見直しを行っている所です。全職員で共通理解し、再発防止に努めます。 

 

●今回より、資源回収では「ビール瓶」「一升瓶」の回収ができないと、業者さん 

から連絡がありました。『地域への回覧』のお知らせには、回収品目に「ビール 

瓶」「一升瓶」が掲載してありましたが、変更します。 

 

●今年度は、恵那市内全体で、夏休みのプールは行いません。現在、更衣の場所と方法、水泳指導

のやり方等を工夫し、10時間程度、水泳の授業を行っています。しかし、異年齢で行う夏休みの

プールは、現在のコロナ禍では、実施が難しいです。 

 

●夏休みのタブレット端末の持ち帰り方について、現在、検討をしていると 

ころです。市内でそろえることがはっきりしてから、中野方小学校ではどん 

なことに使うのかを考え、持ち帰る期間や方法を決定したいと思います。後 

日、作品展のご案内とあわせてお知らせします。 
 

●ＪＡの横の駐車場に常設資源回収拠点「なかのんリサイクルステーション（回収ステーション）」

が設置されます。8 月始めから運用開始の予定です。このステーションは、段ボールや紙類を中

心とした24時間365日持ち込み可能なステーションです。収益は、子ども達の学校生活に活用

させていただけるとのことです。第１回目のＰＴＡ地区委員会でご説明してありますとおり、例

年 2 月に行っている資源回収のやり方や地区委員さんのお仕事に変更が出てくる見通しです。中

野方地域協議会よりお知らせが出た後、地区委員の皆様と打ち合わせをさせて 

いただきます。よろしくお願いします。 


